
まえがき

マツカワは冷水性の異体類で，天然資源が極めて少な

い。このため北海道では，本種の人工種苗放流を行って

おり，徐々に漁獲量が増大しつつある。異体類の人工種

苗は，生産時の飼育環境によって雌雄比が偏る傾向があ

り，本種も雄の割合が高くなる場合が多い１）。また，多く

の異体類と同様に雌雄で成長差があり，雌の方が成長が

良い２）。資源を増加させるためには，人工種苗放流魚が天

然で産卵することが必要であるし，漁業という観点から

も高成長である雌の個体数が多い方が有利である。近年

見られる本種の漁獲増は，ほぼすべてが人工種苗による

ため，放流時の性比が漁獲物の性比に反映されるかどう

かを知ることは，今後の種苗放流計画を策定する上で重

要である。そこで，これまで行われた人工種苗の放流時

の性比と漁業によってそれらが再捕されたときの性比を

調べた。

報告に先立ち，放流及び漁獲物調査にご協力をいただ

いた，えりも以西栽培漁業振興推進協議会の会員各位並

びに関係地区水産技術普及指導所の諸氏に深謝する。

材料及び方法

マツカワ人工種苗は北海道太平洋沿岸各地および岩手

県で放流されているが，ここではえりも以西太平洋海域

の噴火湾と日高について，放流時の性比と再捕魚の性比

を調べた。

放流時の性別は，１９９８～２００３年に種苗生産されたものに

ついて，各地の中間育成施設で飼育したものを飼育群別

に各 ５々０尾程度サンプリングし，生殖腺を目視で観察し

て判別した。この性比に各飼育群の放流数を乗じて海域

ごとに合算し，噴火湾海域および日高海域の放流群の性

比とした。ただし，性比不明の放流群については集計か

ら除外した。

再捕魚の性別は，噴火湾内は１９９９～２００７年度に豊浦漁協

（現いぶり噴火湾漁協）において，また日高海域は２００１

～２００７年度に門別漁協，静内漁協，新冠漁協（いずれも

現ひだか漁協），浦河漁協，荻伏漁協，様似漁協（いずれ

も現日高中央漁協），冬島漁協，えりも町漁協（いずれも

現えりも漁協）で漁獲された個体について，生殖腺の目

視観察により判別した。年齢は，標識または耳石輪紋３）の

観察によって査定した。なお，放流時性比を調査した１９９８

～２００３年以外の年級群および標識等によって明らかに噴

火湾及び日高以外からの放流魚であると判別された個体

は解析から除外した。

結果及び考察

放流時の性比と再捕魚の性比を表１に示した。

噴火湾で放流した種苗の性比は，ほとんどの年で雄の

比率が高く，最も高い年で８４％が雄であった。また，雄

率が５０％を下回ったのは２００１年級群のみであった。１９９８～

２００３年の間に生産，放流された人工種苗の合計の性比は，

このような放流群の性比をよく反映し，雄６６％，雌３４％
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であった。日高で放流した種苗は，調査した６年間のす

べてで雄率が半数を超えていた。雄率が最大だったのは

１９９９年級群の７８％であった。放流魚合計の性比は雄６８％，

雌３２％であり，噴火湾放流群と大きな違いはなかった。

再捕魚は噴火湾で５６３尾，日高では２３５尾の標本が得ら

れた。噴火湾海域ではすべての年級群で雄率が５０％を上

回っていた。日高海域でも同様に雄率が高かったが，２０００

年級群だけは雄率が４４％であり，調査した群の中で唯一

雌の割合の方が高くなっていた。放流時の性比と再捕魚

の性比に２０ポイント以上の差があったのは，噴火湾海域

で２００１，２００３年級群，日高海域では１９９８，２００１年級群で

あった。このうち，噴火湾２００３年級群は，再捕尾数の合

計が１１尾であり，少数の標本しか得られなかったため，

また，日高１９９８年級群では３歳魚以上でしか調査が実施

されていないため，放流時性比との乖離が大きかったと

考えられた。噴火湾２００１年級群については，放流場所が

噴火湾口の室蘭であり，湾外へ移出した個体が相当数あっ

たと思われること，さらに再捕魚の調査場所である豊浦

において性比不明の放流群が１万尾程度あり，これらが

原因となって放流時と再捕魚の性比が大きく異なってい

たと考えられたが，日高２００１年級群については原因は不

明であった。

このようないくつかの例外はあるが，全体として放流

時の性比と再捕魚の性比は比較的よく対応していた。マ

ツカワは，放流後は放流場所周辺で漁獲される場合が多

く，２歳までは８０％が放流海域で漁獲される４，５）。今回の

解析に用いた漁獲物は２歳魚が主体であり，海域間移動

の影響があまり大きくないと考えられる６）ことから，再捕

魚の性比は放流時の性比をよく反映したのであろう。漁

業資源としてマツカワを見た場合，前述したように，高

成長や親資源としての期待から雌の個体数が多い方が有

利である。一方，雌雄比率は魚種固有の繁殖戦略と深く

関わると考えられるが，本種のように天然資源がほとん

ど無い魚種では適切な性比を知ることは困難である。し

たがって，雄の割合が高い現在の状況を改善すべきかど

うかは現時点では判断できない。しかし，本種のように

種苗放流によって漁業資源が形成されている魚種におい

て，放流時の性比がそのまま維持されるとしたら，資源

全体の性比は人為的にコントロールされることとなる。

このため，放流魚の性比は放流時の基礎的データとして

正確にモニタリングしておくべきであろう。
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